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論理的に話そう！
【対談】「根拠」と「主張」をつなぐものについて考えよう 
論理的に話すために教員ができること　　福澤一吉，中尾みさ子

「論理的に話す」とはどういうことか
Part1　「論理的思考」という表現の誤解を解く　　福澤一吉
Part2　論証に必要な論拠について理解する　　福澤一吉
会話から対話へのシフトチェンジ　　蓮行
論理的・批判的に考える力をつけるには　　苅谷剛彦
【新連載】
グループワークの “達人 ”への道・1　　三浦真琴
東西南北！　学生募集旅日誌・1　　高塚由紀子

【連載】
考える力を育てるシンキングツールの活用・4　　黒上晴夫
笑いの伝道師　Wマコトのコミュニケーション革命！・7　　Wマコト
臨床教育学　わからないこととの出会い・7（最終回）　　遠藤野ゆり
宮子あずさのエキサイティングWriting・19　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・27 　 　
斉藤奈緒美／石川雅彦

● 1号から始まった『臨床教育学　わか
らないこととの出会い』は，次号で最終回
を迎えます。「わからない」ということを
前提にして人間関係を見ることの重要性
と必要性が毎回紹介されていて，担当と
しても毎回楽しみにしている連載です。
●看護では「共感」を大事にしますが，た
とえ血縁者や親友であっても，本当に共
感できるのかというと，根本的には不可
能だと思うのです。相手は自分とは別な
のだから。他人であればなおさらです。
ただ，不可能だから共感をあきらめるの
ではなく，不可能だからこそ相手を理解
しようという努力が重要になります。理
解し合うことが無理だから，少しでも「共
感」できたときの喜びは大きいはず。学校
でもプライベートでも，相手は「わからな
い」と認めることから人間関係構築を考え
てみてはいかがでしょうか。 ……大野
●今回は「看護過程再再考」でした。前回
「看護過程再考」特集のご反響や，その後
の取材を受け継ぐ，という特集になりま
した。再再再考，再再再再考，再再再再
再考は（今のところ）予定していません
… …が，実は小誌で初めて「看護過程」で
特集を組まれたのは，34年前（1982
年），23巻 10号の「看護過程をどう教
えるか」です。今でもなお有効な，多く
の先生を悩ませる問題だと思います。こ
こで疑問なのは，果たして看護教育，お
よび本誌は当時から「進化」しているの
か，ということ。教育や雑誌が進化する
とはどういうことかも含め，編集として
携わるときには，「再再再…考」していく
しかないのかな，と思っています。●そ
んなこんなで，小誌創刊号（1960年）か
ら読み直してみると，今なお言われてい
る多くのテーゼ（専門職者としての自立
など）がありました。これを「再考」する
企画も目下検討中です。 ……番匠
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あなたの「見方」に現象学を

「気持ちのいい」ケアを教えよう！

現象学の創始者フッサールは，「事象そのものへ」というテーゼを
掲げました。これは何か物事をとらえる際，「こうあるものだ」「こ
うしているはずだ」という先入見を排し，そこで起きているもの
自体を追求しようという立場です。哲学の一分野ですし，ちょっ
と難解ですね。けれども，決して看護教育と縁遠いものではあり
ません。
看護も教育も，対象である患者や学生に全人的かかわりが求めら
れます。当然，エビデンスにもとづいた科学的，論理的アプロー
チが重視されますが，決してそれだけではないというのは，皆さ
んはご承知でしょう。「病」や「学び」は，数値化されない固有の経
験や感情と深く結びついているからです。かのベナーも，臨床実
践の意味を探るうえで，現象学的に人間をとらえるところから，
その理論を構築しています。
しかし人はつい，「自分の見方」で相手のことも評価し，判断して
います。学生や患者の「経験」を理解するためには，「あなたの見方」
を一度取り外す必要がある，と現象学は伝えます。
今回の特集では，現象学を教える立場から，また現象学を学んだ
立場から，現場の先生方に教育実践と現象学のつながりを執筆し
ていただきました。現象学を皆さんの新たな味方として，取り入
れていただくヒントになればと願っています。

■現象学はあなたにもきっとおもしろい！
─教務主任養成講習会を通して………
……………………………………榊原哲也
■実習指導のなかでの教員の経験を振り返
る─現象学の視点から……高橋多佳子
■現象学的に読む学生の眼差し，教員の学
び─看護実習での「経験」をめぐって 
……………………………………前川幸子
■私を揺り動かし，新たな意味に気づいて
いく─看護教員の語り，現象学的分析
の試み……………………………西村ユミ

【2016年 3月号（Vol.57 No.3）】

カリキュラムを
「拡張」しよう！

【2016年 2月号（Vol.57 No.2）】

看護観の伝承
【2016年 1月号（Vol.57 No.1）】

形・型・可で技術教育の 
「安楽」を考えよう！

【2015年 12月号（Vol.56 No.12）】

グラフィック・シラバスとカリキュラム・マッ
プ  授業とカリキュラムを「見える化」しよう！

【2015年 11月号（Vol.56 No.11）】

学生の答え，ちゃんと待てますか 今こ
そ知りたいファシリテーションの心構え

【2015年 10月号（Vol.56 No.10）】

あらためて	  
How to ロールプレイ！

看護の醍醐味の 1つに，患者さんから「気持ちよかった」という言
葉を聞くことがあるのは，経験上皆さんご存じでしょう。けれど
も，大抵の場合は，患者さんからのこの反応で「喜んでもらえて
よかった」と満足感は得るものの，自分のケアを見直し，そこに
至ったケアの意味を見出すことなしに，その場限りで終わってし
まうことが多いのではないでしょうか。「気持ちよかった」という
言葉は，単なる「手技」の成果としてではなく，患者さんの身体的，
精神的，社会的な苦痛が軽減し，看護師とのつながりに「安心・
安楽」を感じたときに発せられます。この言葉を引き出すには，
どのようなケアが必要かを検討する必要があるのです。
今回は，「気持ちのいい」ケアを求めて研究を続け，看護モデル作
成を進めている方々に登場いただき，このキーワードを用いて，
看護のなかの技術，そしてその教え方を見直していただこうとい
う特集です。「気持ちよさ」というものは，受け取り手の個人差が
大きいですし，環境によっても大きく左右されます。さらには，
それを行う看護師側のとらえ方も千差万別でしょう。それでも，
ケアを行う際に意識していれば，それは患者さんには伝わるはず。
その意識づけを教員が学生にどのように行うかが，重要となりま
す。患者さんに直接接する前に，学生が「気持ちいいケア」に対す
るイメージを広げられるように，先生方には働きかけていただき
たいと思います。

■「気持ちのいいケア」は，患者と看護者の
その人らしさを支える ! …………縄秀志
■「快適起床ケア」で 1人ひとりの朝を創
ろう─気持ちのいいモーニングケア 
…………………………………大橋久美子
■ケアを通して関係性が深まる─気持ち
のいい全身清拭…………………樋勝彩子
■語りを引き出し，希望をつなぐ─気持
ちのいい手浴……………………矢野理香
■早期介入で便秘予防 !　温罨法で気持ち
よく !─気持ちのいい排便ケア ……
……………………………………佐居由美
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